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次号予告　　62 巻　6号 ヘッドライン　：　高耐久性と修復技術のサイエンス

　昨今の技術革新により，化学教育の現場も急速な情報化の影響を受けている。学
習指導要領の改訂により，教科指導の ICT活用など，教育の情報化に関する内容
について一層の充実が図られた。中学・高校では，教科書のデジタル化をはじめと
して，電子黒板やデジタルコンテンツを効果的に活用した授業を実現することが求
められている。化学の授業を行うに当たって，情報化が益々進む教育現場の今後の
展望や課題について解説する。

ヘッドラインテーマ：化学教育と情報

　この建物は群馬大学理工学部の前身である桐生高等染織学校が創設されたときの
本館と講堂で，大正 5年（1916 年）に完成しました。内部には編み機，撚糸機，
多数の染料サンプルなどが保管されています。当時の桐生は織物・染物産業の全盛
期で，この建物は富岡製糸場などと共に群馬県の繊維産業と教育研究を伝える遺産
です。現在，この建物は国登録有形文化財になっており，NHKの連続テレビ小説
「花子とアン」の女学校の撮影にも使われています。また春には正面の広場がしだ
れ桜の名所になります。ちなみに，日本化学会で販売しているロゴ入りネクタイは
桐生織で，当時の伝統を受け継ぐ製品です。

表紙の言葉　群馬大学工学部同窓記念会館

日本化学会特製ネクタイ（紺と臙脂の 2色）。
お問い合わせは日本化学会　総務部会員係まで。


